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開 館 時 間 月〜金曜日(祝祭日等除く)  9：30～16：30

インフォメーションセンター
　インフォメーションセンターは、一般市民、受験生や企業の方々との交流拠点

として平成19年4月、正門に付設された。鹿児島大学の教育・研究・社会貢献活

動の概要の紹介、各種イベント等の案内、研究成果物の展示を行っている。スタ

ッフが常駐し、市民が利用できる施設の案内、学部・研究科等の概要や広報誌

等の配布、入試問題の閲覧、鹿大ブランド焼酎、オリジナルグッズ、農学部附属

農場生産物等の販売を行うほか、大学紹介ＤＶＤ等の視聴が可能。

販　売　物
鹿大ブランド焼酎、オリジナルグッズ、ねじめびわ茶、寮歌・学部歌歌集（CD）、全国藩校サミット鹿児島大会冊子、
竹炭製吸臭・調湿材、農学部附属農場生産物、オリジナルブレンドハーブティ、研究書籍、長命草シリーズ、サツマ黒味噌

主な展示物 水産学部ツナ缶詰、ポストカード、鹿大ロゴ入り焼酎栓「とめもんそ」（教育学部技術科制作）

歴史展示室
　鹿児島大学歴史展示室は、開学60周年を記念して平成21年11月に中央図

書館1階に設置された。同室は、本学の源流である藩学「造士館」(1773年創

立)及び医学院(1774年創立)から、現在の鹿児島大学の前身である第七高等

学校造士館や鹿児島高等農林学校などを含めた237年の歴史を紹介してい

る。第七高等学校造士館時代の寮報やのぼり、鹿児島高等農林学校時代の学

生が残した卒業論文、昭和40年代に使われた計算尺など、約20点を展示して

いる。また、情報閲覧用モニター２機を設置し、広報誌等が閲覧できる。

開 館 時 間
月〜金曜日  8：30～21：30

休 館 日
国民の祝日
年末年始等（12月27日～1月3日）土・日曜日 10：00～18：00

総合研究博物館常設展示室 ( 国登録有形文化財 )
　鹿児島大学には数多くの学術資料が蓄積されている。総合研究博物館常設展示

室はその学術資料を展示公開するための施設である。

　建物は昭和3(1928) 年に鹿児島高等農林学校の図書館書庫として建てられた

もので、当初の雰囲気を残しながら改装して開設している。初期の鉄筋コンクリー

ト建物で、また学校施設としても最も古いものであることが評価され、国の登録

文化財としての認定も受けている。

　現在、常設展示室では鹿児島大学の歴史にかかわる考古学資料・教育研究史

資料、鹿児島の自然史にかかわる化石・鉱石資料を中心に展示しており、観覧は

学内外に関係なく自由に利用できる生涯学習施設としての役割も果たしている。

開 館 時 間 午前10時～午後5時 休 　 館 　 日 毎週月曜日・日曜日・祝日・年末年始
（その他、臨時休館・閉館あり） 観 覧 料 無　料

▲常設展示室外観 ▲展示室内

稲盛会館
　稲盛和夫京セラ（株）名誉会長（昭和30年（1955年）鹿児島大学工学部卒）

から工学部創立50周年記念事業（平成7年）の際に寄贈されたもので、教育お

よび学術の交流の場として本学の職員その他の関係者の利用に供することに

より、本学の教育・研究の進展に資するとともに、学術および文化の向上に寄

与することを目的としている。この建物は日本を代表する著名な建築家 安藤

忠雄氏の設計によるもので、非常にユニークな構造であり、特に中央のキミ＆

ケサ メモリアルホールは卵型で、講演会・式典などに利用されている。

日本を代表する著名な建築家　
安藤忠雄氏の設計 

（地下1階～地上3階建、建面積810.40㎡、
延面積1,628.85㎡  平成6年10月竣工）

キミ＆ケサ　メモリアルホール
（稲盛名誉会長のご両親の名
前に由来）

地域交流施設ほか
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